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【解答】2 
難易度★★（うろ覚えだと確実に悩みます） 
選択肢 A は員数で、これを覚えるのは容易かと思います。 
選択肢 B と Cで悩みます。落成検査は、無線局を開局するために予備免許を受け、工事を行ったあと本免許を
取得するために行われる重要な儀式ですから、事業者が点検などを行っても全部を省略することはできない、
というイメージで覚えておきましょう。 
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【解答】4 
難易度★（確実に正解したい問題） 
これは覚えやすい問題です。工事落成届がなされないので、無線局免許が拒否されます。  
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【解答】3 
難易度★（簡単な問題です） 
「適合しないもの」を選ぶ点に注意が必要ですが、簡単な問題です。 
覚え方のポイントとしては、26.175MHz「以下」の低い周波数であるほど、少しの周波数変動や逸脱が相対的
に大きな影響を与えるため、低い周波数の送信機には周波数測定装置を備え付けなければならない、と考えま
しょう。  
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【解答】1 
難易度★★（最初は悩む問題） 
初見では確信をもって解くことができない類の問題かと思います。解答 1のように規定されていますので、覚え
ておく問題です。ただ、一度大まかにでも覚えてしまえば、選択肢 C や A は比較的容易に思い出せるものと思
います。  
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【解答】1 
難易度★（易しい問題です） 
交流 300V・直流 750Vの規定は、電気工事士など電気事業法系の法令とは違う点にだけ注意が必要です。 
選択肢 B は接地（アース）されていなければ危険ですから、容易に分かるでしょう。 
選択肢 C は、通常人が容易に触れない高さということで 2.5m と規定されています。 
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【解答】4 
難易度★（定番問題。必ず正解したい） 
一か月以内は、無線局の免許が効力を失ったために返納する場合です。 
題意のような場合は、10 日以内の規定となっています。  
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【解答】3 
難易度★★（初見ではできない問題だと思うので、これを機に確実に覚えましょう） 
空中線電力が免許状に記載されたものを超えて運用できるのは、遭難通信を扱う場合のみです。 
なお、通常の通信においては、「免許状に記載された範囲内の、必要最小の電力」で運用する必要があります。 
 
第五十四条 
無線局を運用する場合においては、空中線電力は、次の各号の定めるところによらなければならない。ただし、
遭難通信については、この限りでない。 
一 免許状等に記載されたものの範囲内であること。 
二 通信を行うため必要最小のものであること。 
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【解答】3 
難易度★（覚えてしまえば簡単） 
選択肢 2のように規定されています。 
選択肢 B と Cは特に覚えやすい条文ですので、必ず覚えておきましょう。 
選択肢 A に関しても、重要無線通信かどうかにかかわらず、有害な混信を与えてはいけません。  
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【解答】4 
難易度★★★（これを機に覚えましょう） 
「該当しないもの」である点に注意が必要です。覚え方としては、周波数・空中線電力・運用許容時間が制限さ
れても通信自体は可能であるものの、通信の相手方が制限されたり通信事項が制限されたりしてしまうと、通信
そのものが不可能になってしまう（例：アマチュア無線局の通信の相手方は「アマチュア局」と規定されていま
すが、これが制限されると通信ができなくなってしまう）場合がある、という感じで覚えましょう。 
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【解答】2 
難易度★★（ちょっと難しい） 
選択肢 2のように規定されています。 
 
第七十一条 総務大臣は、電波の規整その他公益上必要があるときは、無線局の目的の遂行に支障を及ぼさな
い範囲内に限り、当該無線局（登録局を除く。）の周波数若しくは空中線電力の指定を変更し、又は登録局の周
波数若しくは空中線電力若しくは人工衛星局の無線設備の設置場所の変更を命ずることができる（以下略） 
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【解答】1 
難易度★（必ず正解したい問題） 
無線局の免許人は、電波法または電波法に基づく命令に違反して運用する無線局、要するに違法な無線局を認
めた場合、文書によって総務大臣等に報告しなければならないという義務が課せられています。一般的に 80 条
報告と呼ばれています。  
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【解答】2 
難易度★（定番問題） 
無線局の廃止は、許可など不要なので「届け出」です。 
無線局免許が効力を失った場合は、一か月以内に免許状を返納します。 


